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〇「研究に専念する時間の確保」の最終とりまとめ
→大学のマネジメントと関わりのある７つのテーマにつ
いて、「地域中核・特色ある研究大学振興総合パッ
ケージ」と連動させる形で、「研究時間の質・量の向
上に関するガイドライン」として同パッケージにおい
て提示

〇「大学の評価疲れ申請疲れに対する方策」について検討し、
「評価疲れ」について、アンケートを実施

2

研究に専念する時間の確保に向けて：これまでの木曜会合での議論の流れ

〇「研究に専念する時間の確保」について検討を開始、
中間とりまとめを発表

○ 近年の我が国の研究力低迷、またキャリアパスの見通しが立たないことによる研究者という職業の魅力低下への危機感から、
CSTIでは令和２年１月に「研究力強化・若手研究者支援総合パッケージ」を策定。

○ 「研究力強化・若手研究者支援総合パッケージ」 のフォローアップの一環として、木曜会合では８つのテーマを設定して、「研
究に専念する時間の確保」について検討を行ってきた。

〇６月に、「評価疲れ」に関するアンケート結果を公表

R４年度

R５年度

R６年度

（内閣府 CSTI 科学技術政策担当大臣等 政務三役と総合科学技術・イノベーション会議有識者議員
との会合（令和 4 年度）9 月 1 日資料より）
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研究時間に関する現時点での指標の数値等
【NISTEP 定点調査 2023 （概略）】

・実施方法：オンライン実施
・期間：2023 年 9 月 15 日～2023 年 12 月 31 日
・回答率：88.3%(調査票送付者数 2,234 名に対して 1,972 名が回答) 出典：NISTEP「科学技術の状況に係る総合的意識調査（NISTEP定点調査）」

【文科省 大学等におけるフルタイム換算
データに関する調査（FTE調査）】
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研究インフラによる改善 人のサポートによる改善 大学マネジメントによる改善
各府省

大学等

研究設備・機器の共用推進ガイドライン
教学マネジメント指針（追補）

など
指針等 事業等 地域中核・特色ある研究大学振興総合パッケージ

→創発的研究支援事業、地域中核・特色ある研究
大学強化促進事業 など

関連するものをとりまとめ

「地域中核・特色ある研究大学振興総合パッケージ」において提示された「研究時間の質・量の向上に関する
ガイドライン」（令和5年）を受けて、 それぞれのテーマについて、各大学における実施を促す。

対応策の検討に向け
たアンケートの実施
※2023年度に実施、
2024年6月に報告・公表

まとめ

岡山大学： 研究者の研究時間に関する岡山大学の取組 （那須学長）
東京農工大学： 東京農工大学における「研究時間増加への取組」（千葉学長）

本日は、2つの大学から研究に専念する時間の確保に向けた取組をご紹介いただく

８つのテーマ

研究に専念する時間の確保
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